
ポスト冷戦研究会「山田『分析』刊行 80周年記念シンポジウム」第一報告 2014/03/29

山田盛太郎『日本資本主義分析』の誕生過程と全体構成

中根康裕（法政大学大原社会問題研究所嘱託研究員）於専修大学

I .課題と限定
(1）『分析』が山田の研究生涯におけるいかなる境遇の下で誕生したか【歴史的側面］

(2）『分析Jの目的と方法，及び各編の課題と相互関連の構成について［理論的側面I

IL山田の『日本資本主義発達史講座』参加と『分析』の誕生皐よ乏塁
1. 在野の山田の『講座』共同研究会への参加：『分析』の歴史的起点

①意識上の飛躍：在野になり「心の置き所が変わる」（以前は「現状分析は実に億劫」）

②共同研究会の意義：新研究分野の短期日での論稿執筆に大きな寄与（1週毎約半年間）

＊『講座』共同研究会の共有的到達点と『分析』：『講座』同僚論稿との対照 星乏套墨
（「軍事機構＝キイ産業」「高率小作料と低賃金の補充J「植民圏確保」等）

【小括①】在野の山田が『講座』共同研究会への参加・討究が『分析』誕生の不可欠条件

2. 『講座』諸論稿（＝『分析』原初稿）発表とその影響・評価：『講座』周辺に於ける

①『講座』同僚論稿による引用：小林，丸山（風早），山田（勝），山下，相川等が依拠

②河上肇の評価：『資本論入門』（32年 10月）に山田論文を引用（『講座』全体を高評価）

③『講座』同僚所感：小Jll「大いに感服J，小倉「統計の取扱，資料の考証，理論の整いj

I小括②］原『分析』（＝「工業端初」「工場工業」）は相まって『講座』の先導的立場へ

3. 『分析』刊行（＝『講座』諸論稿の統一）とその評価：刊行直後に於ける

①猪俣『東京朝日』：「階級的見地に立って日本資本主義を分析規定している唯一の書物」

②山田（勝）『思想』：「世界的意義をもっ0 • .労働運動＝労働問題研究への一大寄与」

③プロ科『読書』：「・・画期的年表。『講座』では難解とされたものも・・統一的に把握」

【小括③］鍵（序言・凡例），概覧（付注・後輯），全過程（年表・索引）を持つ『講座』代表作

~；：＼fWA持者至上りし目的と方法なら－びlと各編の課題と相互関連d 星立乏墨
1 .『分析』の目的と方法：総体的現状分析と方法的＜捉え返し＞

①目的：一般的危機期当代の日本資本主義の「基本構造＝対抗・展望」を示すこと

②方法：目的に適う「再生産論の具体化」が「産業資本確立期に力点」を置く分析方法

＊山田自身，「概覧Jを指示した「付注」「後輯Jで総体的現状分析を行う意図を明示

（付注：「階級分化Jの「急速な進行」に伴う当代の「階級対抗」を分析）

（後輯：「構造揚棄の『必然性』と『条件』」を「範時的」・「段階的」視角から分析）

【小括④】当代の危機分析の基準として産業資本確立期分析に力点を置く＜捉え返し＞

2.『分析』各編の課題と相互関連：『分析』全体の主編（2編） 〔ーは『分析』の独自規定〕

①第 1編と第 2、編の「合体的」な構成（内容上，両者合わせて初めて一つの完成論稿）

②第 1編：＜生産／搾取関係の再生産＞の解明＝今危機の客観的前提条件を確定

＊産業資本確立ー笠旦主蓋藍住主旦毘墜盟彊盟企1土），最査担差星i笠~立rt，賞金型企盤生主ニ盤盟主盤
③第 2編：＜生産力展開の内包的矛盾の再生産＞の解明＝宇変革の主体的基礎条件を析出

＊旦杢査杢主義の顛倒的矛盾，製鉄機構（ピラミッド型像），二重旦基盤犀理（絶対主義と家族制度）

＊」査L笠置主旦室聖，王量監査，プロレタリアーLJ基杢堕塁i，日本資本主義の世界史的意義（所謂日本型）

④第 3編：日本資本主義構造分析（1・2編）を土地所有分析により裏打ち斗労農同盟へ

＊型企盤直i型盟企盛主主主主盈L日本農業における資本主差血豆盟星，盟主金担主盤金重飽組主企担亙
［小括⑤］危機把握／変革展望を生産力と生産関係の内面的連繋（『序論』）下に行う一貫性

（以上）

(j) 



【図 1：山田の研究航跡と『日本資本主義分析』への結実］

年齢 発表年月 著書・論文・断章・要綱名など 所収誌（【 】内は『分析』との関係）

33 1930年 7月 ※「共産党シンパ事件Jによる治安維持

法違反容疑で，東京帝大経済学部助教授
．．．．．．．． 

を依顕退職 ＝在野研究者となる＝ ＝学問的生涯上の飛躍＝

〔f満州事変J勃発〕

34 1931年 10月 「再生産過程表式分析序論」 改造社『経済学全集』第 11巻

『資本論体系中』所収

【＝今『分析』に「連繋を有するJ】

35 1932-33年 岩波書店『日本資本主義発達史講座』全

7巻を野呂栄太郎らと共同編集・刊行

・－－－－－－－－－－－－－－
31年 10月一32年 2月頃 ＝『講座』共同研究会に参加・討究＝

32年2月（前年 12月脱稿） 要綱 f半農奴制零細耕作と 『講座』「内容見本j所収

資本主義との相互規定j 【斗『分析』第 1編末「付注」へ】

32年5月（3月脱稿） 「工業における資本主義の端初的 『講座』第 1回配本所収

諸形態マニュ77クチュア・家内工業j ［＝宇『分析』第 1編「生産旋回」へ】

〔f五・一五事件J起こる〕

32年 11月 「断章一日本資本主義の考察に 『講座』「月報」第4号所収ウ

おける一つの視角」 【＝争『分析』第2編末 f後輯jへ］

36 33年2月（前年 12月脱稿） 「工場工業の発達J 『講座』第5囲配本所収

〔「国際連盟j脱退〕 【＝今『分析』第2編「旋回基軸jへ】

33年8月（7月脱稿） 「明治維新における農業上の諸変革」 『講座』第7回配本所収

【＝今『分析』第3編「基抵jへ】

37 1934年 2月 『日本資本主義分析一日本資本主義 岩波書店より単著として刊行

における再生産過程把握－』 【序言・凡例・年表・索引を付加】

〔典拠資料〕『山田盛太郎著作集』第5巻所収「略年譜」「著作目録J(1984年，岩波書店）他より報告者作成。

（備考）『分析』の本論部分である第 l・2・3編は，その全てが『講座』発表論稿から成る。また第 l編末に収録

された「イ寸注」と第2編末に収録された「後輯Jも『講座』に関連して発表された論稿である。『分析』と

して単著で刊行されるに当たり、新たに「序言」「凡例」「年表」「事項索引」「統計索引Jが加えられた。

② 



【図 2：『講座』共同研究会の共有的到達点と『分析』－『講座』同僚論稿との対照一］

論点 『分析』原初稿（『講座』論稿） 『講座』同僚論稿（ 1) 『講座』同僚論稿（2)

陸海「軍事工廠における技術 風早八十二 f財政史j （第 1回配

壁草
的世界水準凌駕＝自足完了J 本）日本では「軽工業そのものが

への追進（「迫進J）こそが， 未だ地に足をつけるに至らない

日本における資本主義「体制 前jから欧米列強との対抗上，重II 
キ 的なる生産旋回J運動の「決 工業が「国家j の「軍事的内容J
産イ 定的な推進的起動力Jである を有する「資本主義的『計画』j
業

と捉えられ，「軍事機構＝キイ の下で「軍事工業としてのみ初めの

位置づ
産業J （山田， f工場工業」 て成立J し，「新生産力の発展の

p.22 23）と位置づける。 契機j として「キイ産業」になり
け

得た（風早， p.12）と位置づける。

高率の「半隷農的小作料支払後 大塚金之助・渡謹謙吉 f資本蓄積 小林良正 f交通機関の発達と内外市

I苛 の僅少な残余部分と低い賃銀 と経済恐慌J（第 2回配本）：日本 場の形成（下）J（第 3回配本）：広率
との合計jで「ミゼラブノレな一 資本主義は「農民を農村に結びつ 汎な「半封建的零細耕作農業」が fマ

料作と 家を支えるj極めて低い生活水 けたまま」で，「その労働力を工業 ニュファクチュア＝家内工業形態」

低金賃

準での労働力の再生産（『惨苦 に利用Jし，「農民の一家の家計を を主とする繊維産業での賃労働収

の茅屋』）の「関係」の成立こ 労働力を商品化して得た収入と農 入との「抱合」により「辛くも，そ

の そが，日本資本主義の「興隆の 業によって得た収入とによって維 の惨めな生計を立つる」（小林，

補充関 絶対要件J（山田， f工業端初j 持Jさせ，「労働力を極めて低廉に p. 3-4）とする。

p.51）とする。 買い入れるJ（大塚・渡遺， p.13) 係

とする。

陸海「軍器素材＝労働手段素 大塚金之助・渡遺謙吉「資本蓄積 小林良正「交通機関の発達と内外市

材jである「鉄の強力的確保J と経済恐慌J（第 2回配本）：日本 場の形成（下）」（第3回配本）：「再

（山田，「工場工業Jp. 38）の 資本主義は「国外市場と国外原料 生産基礎の致命的な狭院性」によっ

植
苗と「紡績業興隆の基礎的条 資源Jを確保して「産業資本を確 て「者修品j である製糸業の米国へ

長箇
件Jである「朝鮮市場独占お 立」させるために「帝国主義的な の依存はもとより，紡績業も早くか

よび中国長江関市J（山田，「工 植民地を必要J（大塚・渡遺， p.50) ら「海外に乗り出しJr東洋市場に
確保

業端初Jp.48）の両面，つま としたとの意義を与える。 依存j し，これら「主要二大繊維工
の
意 り生産原料と商品市場の確保 業の海外依存Jの関係がまた， 日本
義

という二重の意味で「植民圏 の「帝国主義的軍備に依存」（小林，

確保」（山田，「工場工業Jp.78) p.4-5）したとの意義を与える。

は日本産業資本確立に不可欠

との意義を与える。

〔典拠資料〕野呂栄太郎他編『日本資本主義発達史講座』（1932-33年初版， 1982年岩波書店復刻版）より報告者作成。

（備考）上記「『分析』原初稿J項の中で，「工業端初J（『講座』第1回配本）は『分析』第 1編に当たり，「工場工業」（同第5回配本）

は『分析』第2編に当たる。また『講座』同僚論稿の論稿名・執筆者名・配本回数は引用文の冒頭に太字で記載した。

ペ勺スン野 〆＼.－~＇ ι レ 持茎:ol，是

① 



｛図 3: 『日本資本主義分析』の構成：各編の課題と相互関連】

〔目的〕日本資本主義の軍事的半農奴制的な経済構造とその下での階級闘争・変革方向を示す【序言】

〔方法〕 1930年代初頭の階級闘争の展望を確定するために，揺らぐ現構造が定置された，産業資本確立期の分析に力点を置く

（【凡例】での指示：最初に第1編末【付注］と第2編末［後輯｝を｛序言】［年表】【索引｝と共に読むと全体を理解しやすい）

各編の l ' ' I 1930年代初頭（危機期）時点から把握され返された，｜ 日本資本主義の危機｜変革の展望が現実化
課題と｜ ｜ ｜ 

｜産業資本確立期基準の，日本資本主義発展過程の総括 i打開を担う主体析出｜ する契機の提示
関連 ． － ー
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【第 1編 f生産旋回J】の第1課題

・日本資本主義に特有の生産・搾取関係の成立条件

（諸々の搾取「型j の「編制」）の析出

＝争 日；本資本主義興隆の絶対条件の確定

【第2編「旋回基軸J】の第 1課題

大日本資本主義に特有の生産力展開の制約条件

（「顛倒的矛盾」が構造全体へ「惨透」）の析出

＝争 日本資本主義の機構の脆弱性の確定 斗

（生産の自由な順当の発達の余地なし）

↓ 

【第 l編「生産旋回J］の第2課題

・日本資本主義の「構造的変化」の意味（搾取「型

の分解」過程）の析出

斗日本資本主義の一般的危機の前提条件の確定斗

【第3編「基抵」】の課題

A明治維新変革の「地租改正J基調での土地所有関係

とその下での零細農業の「性質Jと「形態J（地主の

圧倒的優位を示す全剰余労働吸収の地代範轄とその

下への耕作農民の従属関係）の析出

＝今日本資本主義の地盤として相互規定性を確定ヰ

（日本農業の資本主義化の限度）

【第2編「旋回基軸J]

の第2課題

女特殊日本資本主義

の搾取関係と生産力

展開に規定された階

級構成と具体的（不均

質な）配置の析出

↓ 

日本資本主義にお

ける変革主体結集の

基礎的条件（「客観的

作用遂展者結集の一

般的条件J）確定斗

【第2編 f旋回基軸」】

の第3課題

女生産力展開の矛盾

深化と搾取関係の至

烈化の両面から，変革

現実化の契機を提示

A耕作農民の債務農奴化と半労働者化の傾向

の析出

↓ 

ム労働者・農民同盟の展望の確定

〔典拠資料〕山田盛太郎『日本資本主義分析』（1934年岩波書店， 1977年岩波文庫， 1984年著作集版）より報告者作成

① 


